
1.　下図を参照し、車両ルーフをガムテープ等で養生する。

2.　下図を参照し、テールゲートの②プロテクションフィルム貼り付け部を脱脂する。

適合車種：キャラバン   型式：E26
年式：ガソリン(2021,10～)ディーゼル(2022,04～)

グレード：標準幅グレード

　　　リアルーフスポイラー取付説明書
  品番：BGC-1008P

注意事項

・本製品は車種専用設計となっております。適合外車両への取付けや製品の改造は絶対に行わないでください。

・純正パーツを取外す際は自動車メーカー発行の整備書をご参照ください。

・製品の塗装前に車両への仮合せ作業を必ず行ってください。

・製品塗装後のクレームや返品は一切お受けできません。

・製品取付け後 24 時間以内は両面テープが完全に定着しない為、洗車や水に濡れる事が無いようにしてください。

・製品取付け後は定期的に取付け状態の点検を実施してください。

No. 部品名称

◇塗装済み品

数量

■構成部品
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 東京都調布市上石原 1-18-1 BASE-K A 棟

■リアルーフスポイラー取付準備

注意事項
・取り扱いには十分注意してください

構成部品

使用道具

この度は、本製品をお買上げ下さい
まして誠に有り難うございます。

・ドライバー・スパナ
・トルクスレンチ

○○○○○

取付説明書
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3.　下図を参照し、②プロテクションフィルムをテールゲートに貼り付ける。その際10ｍｍ程度折り込む。

4.　下図を参照し、①リアルーフスポイラー上部中心部をテールゲート端末から約33ｍｍ、モール部は左右同一隙間で仮
　　当てする。バランスを確認してガムテープ等で固定する。

5.　下図を参照し、①リアルーフスポイラーのモール上端、①リアルーフスポイラー外周に合わせてテールゲートにマス
　　キングテープを貼り付ける。

7.　下図を参照し、テールゲートの両面テープ貼り付け部をホワイトガソリンまたはイソプロピルアルコールで脱脂する。

6.　①リアルーフスポイラーを取り外す。

テールゲート

脱脂範囲

※左右同作業

※左右同作業

マスキングテープ

テールゲート

①リアルーフスポイラー

テールゲート

テールゲート
R止まりから
約75ｍｍ

②プロテクションフィルム

[上面視]

※LH図示　左右同作業

UP

FR

[A-A 断面図]

テールゲート

②プロテクションフィルム

10ｍｍ程度折り込む

FR

LH

A

A

ガムテープ



PAGE　3/4

①リアルーフスポイラー

[裏面視]

離型紙

※左右同作業

8.　下図を参照し、テールゲートの両面テープ貼り付け部に③PACプライマー N-200 を塗布する。
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塗布範囲（20mm幅）

※左右同作業

9.　マスキングを剥がす。

10. 下図を参照し、①リアルーフスポイラーの両面テープの離型紙を一部めくり、表面に折り返してマスキングテープ等で
　　貼り付ける。

プライマーが塗布範囲以外に付着した
場合は、直ちにホワイトガソリンやIPA
等で拭き取ってください。



■リアルーフスポイラー取付要領
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3.　車両ルーフに貼っていたガムテープ等を剥がす。

4.　①リアルーフスポイラーの取り付け状態を再度確認し、作業完了。　

両面テープの接着力を最大限に発揮させる為、貼り付け
作業前に両面テープ部の貼り付け部をドライヤー等で約
40℃程度に暖めてください。

1.　下図を参照し、①リアルーフスポイラー上部中心部をテールゲート端末から約33ｍｍ、モール部は左右同一隙間で仮
　　当てする。

2.　各部の隙や取付バランスを確認して両面テープの離型紙を番号順に矢印の方向へ剥がし圧着する。

両面テープの離型紙を必ず図の順で剥が
してくだい。順番を誤ると隙が発生する
恐れがあります。
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